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測定条件

昼/夜温度：30/20℃，

光強度：600μmol/m2/s，日長：11時間�
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　ピタヤ（ドラゴンフルーツ）のCAM型光合成特性について

太田麻希子・○福澤康典１）・川満芳信

（琉球大学農学部・1）鹿児島大学大学院連合農学研究科）



背景及び目的

近年，ピタヤ（ドラゴンフルーツ）は生産量，栽培面積が急激に増加しており，沖縄県において重要な熱帯果樹となりつつある．しかしピタヤが沖縄に導入されてからまだ日が浅いため，栽培に関して不明な点も多い．

ピタヤはサボテン科に属し多汁質の茎を持つことから，一般的な果樹類とは異なる光合成を行っていると予想され，その光合成特性に基づいた適切な栽培管理方法を確立する必要がある．本実験では，ピタヤの行うCO2ガス交換について調査し，ピタヤの生理的特性を明らかすることで，適した栽培環境条件について検討した．
材料及び方法

供試材料：2005年春に植え付け，ビニールハウス内で生育させたレッドピタヤ（Hylocereus属）を用いた．供試土壌は国頭マージ：腐葉土＝1:1（v/v）で潅水は適宜行い，施肥は液肥として改良型ホーグランド水溶液を1週間に一度，500mlずつ与えた．その他の栽培管理は平成11年度沖縄県果樹栽培要領に従った．CO2ガス交換速度，気孔伝導度の測定は，赤外線CO2分析計を併設した通気式同化箱法で行った．測定部位は主茎から発生した茎節を選び，アクリル製同化箱（幅×奥行き×高さ＝12×30×7cm）内に設置した． 
実験1：明期の光強度がピタヤのCO2ガス交換に与える影響

成熟茎と新芽茎において，測定する茎節の表面における光強度を100～1000μmol ｍ-2 s-1にそれぞれ設定し，CO2ガス交換速度，気孔伝導度，有機酸含量を測定した．

実験2：高CO2濃度及び光強度がピタヤのCO2ガス交換に与える影響

光強度を200及び600μmol m-2 s-1に設定し，同化箱への導入空気に30％CO2ガスを少量添加することで同化箱内のCO2濃度を370，740，1400ppmにそれぞれ調節し，CO2ガス交換速度，気孔伝導度，有機酸含量を測定した．
結果および考察

①レッドピタヤの茎節は暗期（夜間）と明期後半にCO2を吸収し，明期（昼間）は気孔閉鎖しCO2吸収が見られなかった（図1）．また葉緑組織内に含まれていたリンゴ酸が日変化を示したことから，ピタヤはCAM型光合成を行うことがわかった．

②暗期（phase1)のCO2収支量は光強度に伴い増加し600mol m-2 s-1付近で定常値に達した（図2，3）．また，明期後半（phase4）のCO2吸収は，光強度が400mol m-2 s-1以下では見られなかったため，生育においてはある程度の光強度が必要であると考えられた．また，新芽部は成熟茎に比べCO2交換速度は高いが，強光域ではCO2収支量は低下した．沖縄では，夏季の晴天時の光強度が2000μmol m-2　s-1を超える場合があるため，最適な生育環境を考慮すると遮光などの対策が考えられる．しかし，果実の登熟においては光が強いほうが果皮の色づきが良好であるという結果もあるため，光合成側面と果実の品質とを両方併せての検討が必要であると考えられる．
③ピタヤは高CO2濃度に対して良好な反応を示し，全CO2収支量は，CO2施用によって光強度600μmol　m-2 s-1の時は17%，200μmol m-2 s-1の時は39％増加した（図4，5，表1）． また，低温条件でもCO2施用によるCO2吸収量の増加が見られた．弱光下及び低温条件においてCO2施用効果がより高まったことから，冬季における施設内のCO2施肥が有効であると考えられる．

実際に生産現場での応用を考えると，CO2施肥を行なうための設備コストと生産における収益，                                                                                          CO2施肥を行う期間，CO2施肥が果実品質に与える影響などについても調査する必要がある．
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